
フィリピンでの
化石燃料まみれの
未来に向けた投融資
フィリピンにおける化石燃料の拡大に係る
日本の寄与



エネルギー・エコロジー・開発センター（CEED）は、環境の観点
から公正であり、かつ市民中心のエネルギーのあり方と開発を促進
するために、調査・提言を行い、コミュニティと提携する、シンク
タンクならぬシンクドゥ（think-do）の組織。

think. do. change.

ウェブサイトのリンクはこちら: ceedphilippines.com



2010年代は、石炭が大規模拡大した10年
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電力料金：どんどん、どんどん値上がり フィリピンの電気は、なぜ高く、信頼できないのか？



石炭からの撤退をキャンペーンを立ち上げ

BPIは、あなたのお金をどこに使っている？

汚い電気に使ってます！

カトリック司教、石炭への
投資を止めるよう、銀行
に呼びかけ



長年の抵抗運動により、
新規の石炭事業の終焉に近づくとともに、
石炭事業の段階的な廃止が始まっている



フィリピンは石炭を置き換えることで、再生可能エネルギーによる真に持
続可能な電力の未来への移行を早める機会を創出

250 GW
フィリピン エネルギー省, 2008

(太陽光を除く) 

フィリピンの再生可能エネルギー
潜在性の推定値

178 GW
世界銀行, 2022
(洋上風力のみ) 

807.87 GW
エネルギー省, 2020

(25の「競争力のある再生可能エネルギー
ゾーン（CREZ)」



However, a new 
“preferred fuel” is 
threatening a 
detour—fossil gas.

既存の施設：6ヶ所の化石燃料ガス

火力発電所。容量は合計で
3,432MW

しかし、新しく「推進されている燃料」に
よって真のエネルギー移行から遠ざ
かってしまっている。
つまり、化石燃料ガス



新規に計画されている施設：
27ヶ所の化石燃料ガスおよびLNG火力発電所
（容量は合計で29,634.9MW。
さらに9ヶ所の新規LNGターミナル



フィリピン・バタンガス州におけるガス開発

既存の化石燃料ガス火力発電所

新規に計画されている化石燃料ガス火力発電所

新規に計画されているLNGターミナル



ヴェルデ島海峡のすぐ近くに1,700種以上の近海魚種と400種近く

のサンゴが生息しており、何百万人ものフィリピン人に食料と栄養

をもたらしている。ここは、海のアマゾンと呼ばれている。



ヴェルデ島海峡（VIP) は何百万人もの人々に生計手段と食べ物をもたらしている。バタ

ンガス州だけでも700万人、小規模漁民は80万人がいる。商業漁業等は、12億6,126万

8,900ペソ（バタンガス州では約2,400万米ドル、ヴェルデ島海峡周辺の5州全体では7,000

万米ドルに及ぶ漁獲量を誇る。）



Photo: A. Simon for CEED

エコツーリズムの中心地

VIPは何百万人もの人びとに生計手段と食べ物をもたらしている。観光業の年間市場規模

は5,209,088,311ペソ（約9,900万米ドル）であり、2019年にVIPの5州を訪れた宿泊客は

2,638,017人。



リンシード-AG&P及びSMCによる破壊行為の継続



2015年、2019年、2020年、
2021年に実施された水
質モニタリングにおいて、

主要なパラメータが悪化
傾向を示している

深刻な汚染物質の検出レベルはすでにクラスSCの基準値を超え
ているが、これらの汚染物質の濃度はまだ上昇傾向にある



Growing opposition against 
fossil gas  and LNG projects in 
the Philippines 

フィリピンにおいて化石燃料ガス及びLNG事業への
反対の声が強まっている



Growing opposition against 
fossil gas  and LNG projects in 
the Philippines 

10 

7.

5 

5 

2.

5 

0 

フィリピンにおいて化石燃料ガス及びLNG事業への
反対の声が強まっている



ヴェルデ島海峡での

化石燃料ガス開発に

日本の金融機関が

火に油を注いでいる.



誰がフィリピンの化石燃料ガス産業を牽引しているのか？



誰がフィリピンの化石燃料ガス産業を牽引しているのか？



1.75GW エクセレント・エナジー・リソース社

イリハンLNG火力発電所

Photo: Basilio Sepe

AG&P-リンシードによる LNG輸入ターミナル



• SMC：国内最大のガス発

電業者であり、計画中の

ガス事業の容量は、14 

GW以上になる

• バタンガス州イリハンで

1.75 GWのガス火力発電

所を建設中



海のアマゾンや他の地域でAG&Pの破壊行為を許している資金提供者は誰か？

SMC-EERIの化石燃料ガス火力発電所に対して融資をしている金融機関はどこか？

どの金融機関が、懸念される事業の証券発行を促し、VIPでの破壊行為の共犯者となったのか？



東南アジア全体でも同様に…



東南アジア全体でも同様に…



1. ガスとLNGは汚れたエネルギーであり、気候を破壊する

2. ガスは豊かな手つかずの生物多様性ホットスポット、住民の生計手段や
その他の盛んな産業を破壊している

3. ガスは高価なエネルギー・電力である

4. ガスは石炭と同様に座礁資産になる

5. ガス事業はフィリピンや東南アジアのコミュニティや人びとからの抵抗を
受ける

6. ガスではなく再生可能エネルギーに投資するべき

私たちの意見と要求:



「海のアマゾン」の保護を:
金融機関は、VIPでの化石燃料ガス・LNGプロジェクトから

撤退してください！


